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     会員の活躍  とちの環県民会議の研修会で講演 

１ ２０２０年  年頭のご挨拶  

２ 事業報告   中禅寺湖湖上学習会で講師を務める（自然保全活動部） 

３ 事業報告   事業所向け省エネセミナーを開催（技術・ＭＧ部） 

４ 事業報告   鬼怒川自然観察会（自然保全活動部）    

   ５ 事業報告   ＥＣＯテック＆ライフとちぎ２０１９へ出展（交流推進部） 

５ 事業報告   ＴＥＣＡ学習会    

   ６ 会員投稿   環境講座№１ 未利用熱エネルギーへの展望 

１０ 会員投稿   近年の自然災害からの懸念 

  １４ 会員投稿   生物多様性とは何か その２８ 

  １７ 会員投稿   書籍紹介「イモムシの教科書」 

  １８ 会員投稿   進化の実験場「小笠原諸島」を訪ねる 

  ２１ 会員見学レポート「エコプロ２０１９開催」 

  ２２ 栃木県内環境イベント情報 
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と
ち
の
環
県
民
会
議
の
研
修
会
で
講
演 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

会
員 

齊
藤
好
広 

  

９
月
７
日(

土) 

会
場
は
、
と
ち
ぎ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
Ｎ
Ｐ
Ｏ
セ
ン
タ
ー
「
ぽ
・

ぽ
・
ら
」
研
修
室
で
、
と
ち
の
環
県
民
会
議
の
省
エ
ネ
ラ
イ
フ
，
グ
リ
ー
ン
購

入
・
啓
発
，
地
域
循
環
部
会
の
会
員
に
よ
る
「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
と
ち
の
環
県
民
会

議
の
今
後
の
活
動
に
生
か
そ
う
」
と
テ
ー
マ
に
研
修
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。 

そ
こ
で
、
演
題
を
「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
視
る
自
立
社
会
へ
の
動
向
を
概
観
す
る
」

と
題
し
て
以
下
の
内
容
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
し
た
。 

人
口
の
減
少
と
少
子
高
齢
化
が
招
く
雇
用
や
過
疎
化
の
問
題
、
地
球
環
境
問

題
の
深
刻
化
，Society 5.0

の
到
来
な
ど
が
地
域
に
も
た
ら
す
社
会
・
環
境
・

経
済
的
課
題
に
的
確
に
対
応
し
て
い
く
た
め
に
、
未
来
を
見
据
え
た
ま
ち
づ
く

り
（
地
方
創
生
創
り
）
に
ど
の
よ
う
な
工
夫
を
し
て
い
け
ば
よ
い
の
か
。
市
民
・

事
業
者
・
行
政
の
そ
れ
ぞ
れ
の
課
題
と
役
割
は
何
か
、
事
例
を
交
え
て
Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ
の
取
組
み
視
線
を
紹
介
し
ま
し
た
。
自
治
体
と
し
て
宇
都
宮
市
は
「
Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ
未
来
都
市
」
と
し
て
選
定
さ
れ
ま
し
た
。
選
定
さ
れ
た
こ
と
は
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

ウ
ォ
シ
ュ
に
な
ら
な
い
よ
う
、
産
官
学
民
＋
金
融
の
連
携
に
よ
っ
て
地
域
全
体

で
取
組
ん
で
行
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。「
活
動
の
目
的
を
わ
か
り
や
す
く
」「
や

っ
て
み
た
い
活
動
を
見
え
や
す
く
」
「
強
み
を
活
か
し
て
」
コ
ラ
ボ
で
き
る
フ

ィ
ー
ル
ド
を
探
し
て
、 

環
境
に
関
す
る
新
し
い 

視
点
で
の
活
動
を
継
続 

し
て
い
く
こ
と
と
し
て 

活
発
な
討
議
に
な
り
ま 

し
た
。 

研修会の様子（上） 

齊藤会員（下） 
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新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
皆
様
方
に
は
、
令
和

と
な
り
新
た
な
気
持
ち
で
新
年
を
迎
え
ら
れ
た
も
の
と
思
い
ま
す
。
昨

年
の
ご
活
躍
に
敬
意
を
表
し
、
今
年
も
ご
活
躍
さ
れ
ま
す
こ
と
を
ご
祈

念
申
し
上
げ
ま
す 

昨
年
の
当
協
会
の
活
動
を
紹
介
し
ま
す
。
①
市
民
部
門
で
は
、
環
境

保
全
活
動
に
取
組
む
那
須
烏
山
市
の
横
枕
地
区
や
鬼
怒
川
の
自
然
に
親

し
む
会
と
の
共
催
で
、
自
然
観
察
会
を
盛
大
に
開
催
。
②
事
業
者
部
門

で
は
、
県
や
市
と
連
携
し
た
エ
コ
ア
ク
シ
ョ
ン
２
１
等
の
普
及
。
③
企

業
と
の
連
携
で
は
、
キ
ヤ
ノ
ン
メ
デ
ィ
カ
ル
シ
ス
テ
ム
ズ
様
と
の
工
場

内
環
境
保
全
活
動
の
協
働
作
業
の
推
進
。
④
自
主
開
催
事
業
で
は
、
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
講
演
会
「
誰
が
、
ど
の
様
に
取
組
み
、
メ
リ
ッ
ト
は
何
」
の
趣

旨
で
開
催
。
⑤
エ
コ
テ
ッ
ク
で
は
活
動
実
績
の
紹
介
を
メ
イ
ン
に
、
外

来
生
物
や
昆
虫
食
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
啓
発
や
家
庭
内
省
エ
ネ
の
勧
め
等
。

⑥
地
球
温
暖
化
防
止
対
策
を
目
指
し
た
事
業
所
向
け
省
エ
ネ
セ
ミ
ナ
ー
。

⑦
会
員
の
資
質
向
上
で
は
、
福
島
原
発
の
「
は
い
ろ
み
ち
」
を
自
分
た

ち
の
目
で
確
か
め
る
廃
炉
作
業
研
修
等
の
事
業
を
進
め
て
来
ま
し
た
。 

昨
年
は
平
成
か
ら
令
和
と
な
り
、
新
旧
天
皇
も
お
元
気
で
、
大
変
お

目
出
た
い
年
で
始
ま
り
ま
し
た
。 

一
方
、
関
東
に
上
陸
し
た
台
風
で
は
、
観
測
史
上
最
強
ク
ラ
ス
の
台

風
１
５
号
が
、
９
月
に
千
葉
市
付
近
に
上
陸
、
千
葉
県
中
心
に
甚
大
な

被
害
が
発
生
し
ま
し
た
。
ま
た
、
１
０
月
１
２
日
に
伊
豆
半
島
に
上
陸

し
た
台
風
１
９
号
は
、
関
東
・
信
越
・
東
北
地
方
に
猛
烈
な
豪
雨
を
も

た
ら
し
、
大
小
７
１
河
川
の
１
４
０
か
所
以
上
の
堤
防
が
決
壊
、
広
範

な
地
域
で
甚
大
な
被
害
が
発
生
し
ま
し
た
。
２
つ
の
台
風
は
、
日
本
近

海
の
海
水
温
が
高
く
、
関
東
に
上
陸
す
る
ま
で
勢
力
が
衰
え
ず
、
特
に

１
０
月
に
海
水
温
が
高
か
っ
た
の
は
地
球
温
暖
化
の
影
響
と
の
こ
と
で
、

地
球
温
暖
化
防
止
対
策
の
必
要
性
・
緊
急
性
が
認
識
さ
れ
た
年
と
思
っ

て
い
ま
す
。 

そ
の
よ
う
な
中
、
１
２
月
２
日
か
ら
ス
ペ
イ
ン
の
マ
ド
リ
ー
ド
で
開

催
さ
れ
た
第
２
５
回
国
連
気
候
変
動
枠
組
み
条
約
締
約
国
会
議
（
Ｃ
Ｏ

Ｐ
２
５
）
で
は
、
一
部
の
国
が
積
極
的
な
温
暖
化
対
策
へ
の
取
組
に
難

色
を
示
し
、
各
国
の
足
並
み
が
そ
ろ
わ
な
い
ま
ま
閉
幕
し
ま
し
た
。
Ｃ

Ｏ
Ｐ
２
５
合
意
文
書
は
、
各
国
が
掲
げ
る
温
暖
化
ガ
ス
削
減
目
標
と
、「
パ
リ
協

定
」
で
採
択
さ
れ
た
目
標
の
間
に
「
大
き
な
差
」
が
あ
る
事
を
認
識
し
つ
つ
も
、

そ
の
差
を
縮
め
る
こ
と
が
「
急
務
だ
」
と
言
及
す
る
に
と
ど
ま
り
ま
し
た
。
ま

た
、
温
室
効
果
ガ
ス
を
今
以
上
削
減
す
る
こ
と
が
必
要
と
専
門
家
が
指
摘
す
る

中
、削
減
目
標
の
引
き
上
げ
や
詳
細
ル
ー
ル
な
ど
で
対
立
が
続
い
た
そ
う
で
す
。

す
な
わ
ち
、
総
論
の
部
分
で
は
合
意
で
き
て
も
、
お
家
事
情
に
よ
り
各
論
は
無

理
と
の
こ
と
な
の
で
し
ょ
う
。 

こ
の
結
果
を
受
け
、
国
連
の
グ
レ
ー
テ
ス
事
務
総
長
は
、
が
っ
か
り
し
た
と

の
声
明
を
発
表
し
、
ま
た
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
高
校
生
グ
レ
タ
・
ト
ゥ
ー
ン
ベ
リ

さ
ん
が
怒
る
の
も
、
当
た
り
前
と
思
い
ま
し
た
。 

さ
ら
に
、
ア
メ
リ
カ
に
い
た
っ
て
は
、
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
の
パ
リ
協
定
離
脱

宣
言
に
基
づ
き
、
１
２
月
４
日
パ
リ
協
定
か
ら
の
離
脱
を
正
式
に
国
連
に
通
告

し
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
世
界
で
唯
一
パ
リ
協
定
に
参
加
し
な
い
国
と
な
り

ま
し
た
。
と
ん
で
も
な
い
決
断
を
し
た
と
、
あ
き
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
な
お
、

日
本
で
も
、
原
子
力
発
電
の
再
開
が
望
め
な
い
中
、
代
替
え
と
し
て
の
石
炭
火

力
発
電
が
必
要
に
迫
ら
れ
、
脱
炭
素
社
会
が
後
退
す
る
ば
か
り
で
な
く
、
効
率

的
技
術
と
は
言
え
、
海
外
へ
の
石
炭
発
電
の
技
術
輸
出
は
褒
め
ら
れ
た
も
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
。 

最
後
に
、
当
協
会
と
し
て
は
、
事
業
内
容
が
生
物
多
様
性
の
推
進
や
環
境
保

全
活
動
、
省
エ
ネ
対
策
、
廃
棄
物
処
理
問
題
、
事
業
所
向
け
Ｅ
Ａ
２
１
等
、
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
に
通
じ
る
環
境
改
善
に
関
す
る
支
援
活
動
、
特
に
地
球
温
暖
化
防
止
に

通
じ
る
支
援
活
動
が
中
心
で
あ
り
、
こ
の
点
を
今
ま
で
以
上
に
意
識
し
て
活
動

の
輪
を
広
げ
て
い
く
こ
と
が
今
後
の
課
題
と
考
え
て
い
ま
す
。
特
に
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ
の
達
成
に
は
Ｅ
Ｓ
Ｄ
が
実
施
手
段
で
あ
る
と
、
１
２
月
１
９
日
に
開
催
さ
れ

た
第
７
４
回
国
連
総
会
で
採
択
さ
れ
ま
し
た
。
当
協
会
と
し
て
も
Ｅ
Ｓ
Ｄ
の
手

法
を
使
い
、
関
係
機
関
と
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
も
っ
て
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
達
成
を

目
指
す
た
め
に
、
昨
年
末
に
「
地
域
Ｅ
Ｓ
Ｄ
活
動
推
進
拠
点
登
録
」
を
行
い
ま

し
た
。 

と
は
言
っ
て
も
個
別
に
は
、
ま
ず
自
分
の
身
の
回
り
か
ら
地
球
温
暖
化
防
止

の
た
め
の
省
エ
ネ
や
ご
み
分
別
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
品
の
適
正
処
理
等
の
地
道

な
取
り
組
み
が
必
要
と
考
え
て
い
ま
す
。
共
に
、
頑
張
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。 

 

2020年 年頭のご挨拶 

～地球温暖化防止は待ったなしの状況 個別には省エネの暮らしを！～ 

理事長 塩山 房男 
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奥日光水域の自然に親しむとともに、水環境保全への理解を深めました 

理事 佐々木 英二 

 

中禅寺湖 湖上学習会が 8 月 21 日（水曜日）に奥日光清流清湖保全協議会主催で行われました。この学習

会に当協会の塩山理事長、佐々木理事が講師として参加しました。 

中禅寺湖湖上学習会は奥日光水域の自然に親しむとともに、水環境保全への理解を深めるため、開催され

ました。当日は家族単位での参加を中心に、２９名の参加がありました。スタッフは、当協会の２名の他、

栃木県環境保全課、日光市環境課など１０名でした。 

学習会では、遊覧船の中での塩山理事長による、奥日光の水生生物や湖の水質に関するお話と、中禅寺湖

の水質調査、菖蒲が浜の地獄沢での水生生物観察会が行われました。 

 

□遊覧船の中での奥日光の水生生物や湖の水質に関するお話 

 なぜ、水質保全が大切なのか、奥日光の川や湖にはどんないきも

のがいるのか、奥日光の湖の歴史のお話から、水質と水生生物の関

係についてのお話をしました。参加者は、様々な水生生物のイラス

トを興味深く見ながら、塩山理事長のお話に聞き入っていました。 

 

□中禅寺湖の水質調査 

 中禅寺湖の中心部分で参加者の見守る中、遊覧船の上からバケツ

を利用して湖の水を採取しました。その後参加者は遊覧船からお

り、桟橋の上でパックテストを利用して採取した湖水の水質分析を

行いました。 

 

□地獄沢での水生生物観察会 

 竜頭の滝付近の湯川の東にある地獄沢で参加者全員での水生生

物の採取を行いました。塩山理事長より、採取した水生生物の説明

を沢水の水質と関連付けの説明がありました。 

中禅寺湖 湖上学習会で講師を務める（自然保全活動部） 

 

事業 

報告 

桟橋の上で湖水の水質分析をする参加者 

船の中で話す塩山理事長 

【参加者からの声】 

■中禅寺湖の風景や水がとて

もきれいだった。 

■生物調査など貴重な体験が

出来て、勉強になった。 

■生き物に触れることがとて

も楽しかった。 等 

「中禅寺湖 湖上学習会」案内募集チラシ（左）と参加者の声（右） 

（県ＨＰより抜粋） 
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受講者のニ－ズに沿ったカリキュラムが特徴！ 

会員 野沢 定雄 

■はじめに 

企業の中で 40 年以上省エネルギーを担当し、多くのセミナー受講の経験から「本当に知りたいこと、苦労してい

るのはこういうことなんだ」と整理し、今回初めて、独自のカリキュラムを構成しセミナーを企画しました。 

アンケート結果も予想以上に好評で、満足なセミナーを開催することができました。 

■セミナーの概要 

いろいろな企業の省エネ担当者と交流を深め、どんなセミナーなら受講したいか、たくさん情報収集した結果、

「会社を離れられるのは半日がいい」との声が多く、以下のように１回 90 分で毎月１回、計４回で計画しました。 

１回目（８月） 第１章 SDGｓ の中の位置付け 

第２章 エネルギーの基本（エネルギーとは、地球温暖化とは） 

第３章 省エネ法とは   

第４章 企業のやるべきことは 

２回目（９月）  第５章 省エネの着眼点 

第６章 最近の省エネ事例 

３回目(10月)  第７章 省エネを効率よく進めるコツ 

４回目(11月)   第８章 原単位の考え方 

          第９章 成果の見える解析のやり方と解析例 

■開催結果、アンケート結果 

４回合計で、１０５名の受講がありました。 

 また今後のセミナー等に反映させるためにアンケートを作りました。以下、アンケート結果を結告します。 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■特に好評だったこと 

 実体験に基づいた「進め方」と、実際に成果を挙げた「具体的事例」をセットにして話すことで説得力がある、

との意見をいただきました。 

■その他（反省・今後の取り組み） 

 ①テキストの改善 

  １回目は、スライド４枚を１ページに縮小して作成しましたが、「見にくい」という意見があり、２回目からス

ライド２枚で１ページに拡大しました。 

 ②次年度も継続して開催し、今回受講できなかった中小企業の省エネに貢献したいと思います。 

 

33% 

54% 

9% 4% 

非常に良い  33％ 

まあ良い     54％ 

普通          9％  

改善余地     4％ 

44% 
54% 

2% 

非常に良い  44％ 

まあ良い     54％ 

普通           2％  

改善余地      0 

92% 

8% 

非常に意義あり 92％ 

普通                8％  
49% 

28% 

23% 省エネ推進者  49％ 

設備担当者   28％ 

総務、ISO担当  23％ 

事業所向け省エネセミナーを開催（技術・ＭＧ部） 
事業 

報告 

セミナーの様子 

①受講者の事業所内での立場 ②セミナーの内容 

③テキストは ④話し方は ⑤時間配分は 

74% 

23% 

3% 

ちょうど良い  74％ 

もっと長く     23％ 

もっと短く       3％ 
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参加者190名♪ 地元自治会が準備したおにぎりと豚汁で自然を満喫♪ 

理事 佐々木 英二 

10 月 27 日（日）、平石地区鬼怒川の自然に親しむ会主催、栃木県環

境カウンセラー協会共催で【鬼怒川自然観察会】を行いました。 

自然と環境を「見る」「知る」「ふれあう」をテーマにしたこの観察

会で、地元や、県民の多くの参加者と楽しい時間を共有することがで

きました。 

観察会は同時開催の健康サイクリングの参加者がサイクリングか

ら戻ってきた午前１０時３０分から開催されました。最初に、水生動

物のグループと陸生動物のグループに分かれ、魚類や水生生物、昆虫

の観察を行いました。その後、参加者全員が集合して、とちぎ昆虫愛

好会会長高橋滋先生をはじめ当協会の塩山理事長、中茎会員からの解

説がありました。 

観察会の様子は宇都宮のＦＭ放送局ミヤラジで生放送されました。 

今年の参加者は約１９０名と、過去最高の参加者でした。観察会の

後は恒例の豚汁会がおこなわれましたが、地元自治会の方々が用意す

るおにぎりは米１２ｋｇを使用し昨年より増やしたとのことです。 

おかげさまで、大盛況の中無事観察会を終了することが出来まし

た。スタッフの皆様大変お疲れ様でした。 

【観察された魚類】：ギバチ、カジカ、ジュズカケハゼ、ホトケドジョウ、 

ドジョウ、シマドジョウ、キンブナ、ウグイ、カワムツ 

 

「見る」「知る」「ふれあう」をテーマにした鬼怒川自然観察会（自然保全活動部） 

 

事業 

報告 

ミヤラジのインタビューの様子 

採取した水生生物（タガメ） 

水生昆虫の解説                   陸生昆虫の解説     

水生生物の観察                   陸生生物の観察 
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ＴＥＣＡ学習会が９月と１２月の定例会の前に行われました。 

◆９月学習会 

テーマ：「ＳＤＧｓの現状と 
関東地方 ESD活動支援センターの役割」 

講 師：関東地方 ESD活動支援センター・ 

関東地方環境パートナーシップオフィス 

    伊藤博隆さん 

内 容：伊藤さんからテーマである SDGs の現状と地域 ESD拠点についてお話を聞き、TECAが 

関東地方 ESD活動支援センターに登録できるか・メリットは何かなど意見交換をしました。 

結果は 13ページの「ＴＥＣＡからのおしらせ」のとおり、関東地方 ESD活動支援センターに 

登録加盟しました。   

◆１２月学習会 

テーマ：「近年の自然災害からの懸念」 

講 師：近藤和雄会員 

内 容：学習会を基に再構成した内容を 10～13ページに掲載 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「ECO テック＆ライフとちぎ 2019」へ出展しました。 

今年のＴＥＣＡブースは「栃木県環境カウンセラー協会活動

紹介」と題して、様々な角度からＴＥＣＡの活動を紹介しまし

た。紹介した内容は次の通りです。 

① SDGｓを機関車トーマスの映像を使って説明 

② 事業所や家庭でできる省エネ活動のお手伝い 

③ 環境マネジメントシステムの説明と相談 

④ イナゴを食べてみよう（昆虫食の紹介） 

⑤ 栃木県内のザリガニはすべて外来種？（外来種の紹介） 

会場は多くの親子連れで賑わっていました。 

ECO テック＆ライフとちぎ 201９へ出展（交流推進部） 事業 

報告 

TECA 学習会 事業 

報告 

TECAブースの前に全員集合 

TECAブースの様子 

機関車トーマス 

試食のイナゴ佃煮 

（文部科学省ＨＰから抜粋） 

http://www.tochieco.jp/ecotech2019/
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◆
未
利
用
熱
の
削
減
・
再
利
用
・
変
換
「
熱
の
３
Ｒ
」 

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
含
め
た
一
次
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

大
半
に
相
当
す
る
、
利
用
さ
れ
ず
に
熱
と
し
て
排
出
さ
れ

る「
未
利
用
熱
エ
ネ
ル
ギ
ー
」
を
有
効
活
用
す
る
こ
と
は
、

温
室
効
果
ガ
ス
削
減
に
向
け
た
新
た
な
創
エ
ネ
に
な
る
こ

と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 
 

 

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活
用
に
は
、
遮
熱
・
断
熱
に
よ
る

「Re
duc

e=

熱
の
削
減
」
と
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
の
技
術
に
よ
る

「R
eus

e

＝
熱
の
再
利
用
」
そ
し
て
「R

ec
ycl

e

＝
熱
の
変

換
」
技
術
が
熱
電
変
換
・
排
熱
発
電
で
す
。
捨
て
ら
れ
る

熱
を
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
変
換
す
る
こ
と
が
課
題
で
す
。 

 
 
 

 
 

◆
未
利
用
熱
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
定
義 

廃
棄
す
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
る
未
利
用
、
ま
た
は
導
入

実
績
の
少
な
い
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
熱
、
排
熱
な
ど
の

熱
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
「
未
利
用
熱
エ
ネ
ル
ギ
ー
」
と
定
義
し

ま
す
。 

「
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
」
と
「
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
」
の

違
い
は
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
再
利
用
す
る
こ
と
が

で
き
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
全
般
を
あ
ら
わ
す
こ
と
ば
に
対
し
、

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
そ
の
一
部
で
す
。「
自
然
現
象
か
ら
得

ら
れ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
」
が
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
定
義
で
す
。

現
在
で
は
太
陽
光
、
風
、
水
、
地
熱
な
ど
が
主
な
エ
ネ
ル

ギ
ー
と
し
て
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
自
然
現
象

か
ら
生
ま
れ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
尽
き
る
こ
と
が
な
い
た
め
、

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
は
他
に
も
バ
イ
オ
マ
ス
や
廃
棄
物
、
温

度
差
・
濃
度
差
に
よ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ

ら
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
自
然
現
象
で
は
な
く
、
別
の
再
利
用 

 

で
き
る
資
源
を
使
っ
て
つ
く
り
出
さ
れ
ま
す
。 

 

未
利
用
熱
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
は
、
工
場
排
熱
、
地
下
鉄
や

地
下
街
の
冷
暖
房
排
熱
、
外
気
温
と
の
温
度
差
が
あ
る
河

川
や
下
水
、
雪
氷
熱
な
ど
、
有
効
に
利
用
で
き
る
可
能
性

が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
れ
ま
で
利
用
さ
れ
て
こ
な

か
っ
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
総
称
で
す
。 

◆
地
域
循
環
共
創
圏
の
創
造 

地
方
創
生
に
向
け
た
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
推
進
事
業
、
ま
た
第
五

次
環
境
基
本
計
画
の
基
本
方
針
の
中
に
地
域
循
環
共
創
圏

の
創
造
が
謳
わ
れ
て
い
ま
す
。
各
地
域
が
そ
の
特
性
に
応

じ
、
地
域
資
源
を
活
か
し
、
自
立
、
分
散
型
の
社
会
を
形

成
す
る
た
め
に
、
地
域
の
活
力
を
最
大
限
に
発
揮
す
る
こ

と
と
し
て
い
ま
す
。
未
利
用
熱
エ
ネ
ル
ギ
ー
導
入
検
討
に

あ
た
っ
て
は
、
地
域
特
性
の
考
慮
と
導
入
可
能
な
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
熱
種
を
明
確
化
す
る
こ
と
が
重
要
に
な
り

ま
す
。
排
熱
を
発
電
の
駆
動
源
や
熱
源
と
し
て
直
接
利
用

す
る
も
の
と
、
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
で
熱
を
汲
み
取
る
ヒ
ー
ト

ソ
ー
ス
、
ま
た
は
熱
を
捨
て
る
ヒ
ー
ト
シ
ン
ク
と
し
て
利

熱の３Ｒマネージメント 

 
未
利
用
熱
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の
展
望 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

会
員 

● 

齊
藤 

好
広 

 

会員 
投稿 

№１ 
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用
さ
れ
る
も
の
等
、
そ
の
利
用
形
態
は
様
々
で
す
。 

 

◆
未
利
用
熱
利
用
の
事
例
（
抜
粋
） 

【
太
陽
熱
（
温
水
・
温
風
）
利
用
】 

駐
車
場
屋
根
の
集
熱
器
に
太
陽
熱
で
つ
く
る
熱
水
で
温

泉
の
源
泉
（
３
０
度
）
を
温
め
て
浴
槽
に
運
び
利
用
し
ま
す
。 

 

【
下
水
熱
利
用
】 

都
市
の
下
水
管
渠
か
ら
熱
を
取
り
出
す
事
例
は
全
国
初

の
試
み
と
し
て
、
市
街
の
広
範
に
わ
た
っ
て
設
置
さ
れ
て

い
る
下
水
管
路
か
ら
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
回
収
と
熱
回
収
管
と

老
朽
化
し
た
管
を
同
時
に
施
工
し
ま
す
。 

 

 

【
河
川
水
の
温
度
差
熱
利
用
】 

取
水
す
る
河
川
水
の
温
度
は
、
外
気
温
と
比
べ
夏
は
低

く
、
冬
は
高
く
保
た
れ
ま
す
。
こ
の
温
度
差
を
エ
ネ
ル
ギ

ー
源
と
し
、
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
と
熱
交
換
器
等
を
用
い
た
シ

ス
テ
ム
に
よ
り
、地
域
の
冷
暖
房
需
要
に
応
え
て
い
ま
す
。

ま
た
ヒ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
現
象
の
抑
制
に
役
立
っ
て
い
ま

す
。 

 

【
冷
熱
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
】 

宇
都
宮
市
大
谷
石
採
石
場
跡
地
に
溜
ま
っ
た
地
下
水
は
、

年
間
を
通
じ
５
～
１
０
℃
に
保
た
れ
て
お
り
、
ヒ
ー
ト
ポ

ン
プ
に
て
冷
熱
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
転
換
。
冬
季
は
排
熱
を
利

用
し
夏
イ
チ
ゴ
を
始
め
通
年
栽
培
に
活
用
し
て
い
ま
す
。 

大阪中之島二・三丁目熱供給センターでの 
河川水熱利用システム 

出展）一般社団法人 新エネルギー導入促進協議会 

参照：福岡県赤村の「源じいの森」温泉より 

仙台市での路内設置型下水熱利用システム 
出展）一般社団法人 新エネルギー導入促進協議会 

仙台市資料より 
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【
地
中
熱
利
用
】 

天
候
に
左
右
さ
れ
ず
一
年
を
通
じ
て
、
昼
夜
を
問
わ
ず
、

利
用
可
能
で
あ
る
こ
と
が
特
徴
で
す
。
地
盤
の
熱
伝
導
率

が
高
い
地
域
、
地
下
水
量
が
豊
富
な
地
域
で
有
効
で
す
。 

 
 

 

【
ア
ク
ア
テ
ィ
ク
ス
セ
ン
タ
ー
（
五
輪
水
泳
競
技
場
）】 

地
中
熱
以
外
に
も
再
エ
ネ
・
省
エ
ネ
技
術
が
適
用
さ
れ

て
お
り
，
温
熱
と
冷
熱
の
熱
負
荷
想
定
に
対
し
て
、
再
エ

ネ
熱
が
効
率
的
、
効
果
的
に
利
用
で
き
る
よ
う
に
設
計
さ

れ
て
い
ま
す
。
年
間
通
し
て
必
要
な
温
熱
需
要
（
暖
房
と

プ
ー
ル
の
水
温
調
整
）
に
は
，
太
陽
熱
と
コ
ジ
ェ
ネ
排
熱

が
通
年
の
ベ
ー
ス
熱
源
と
し
て
振
り
当
て
ら
れ
，
地
中
熱

は
暖
房
が
必
要
な
時
期
を
中
心
に
１
０
月
か
ら
翌
年
の
６

月
ま
で
の
ベ
ー
ス
熱
源
と
し
て
活
用
さ
れ
る
。  

 
 

 

◆
未
利
用
熱
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
の
意
義 

地
域
貢
献
等
の
効
果
へ
の
期
待 

未
利
用
熱
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
自
給
・
地

産
地
消
、
地
域
の
低
炭
素
化
、
地
域
資
源
を
活
用
し
た
新

た
な
産
業
創
出
面
か
ら
も
期
待
さ
れ
ま
す
。 

地
中
熱
や
温
度
差
熱
を
利
用
し
た
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
空
調

シ
ス
テ
ム
は
、
冷
房
排
熱
を
大
気
中
に
放
出
し
な
い
こ
と

か
ら
、都
市
圏
で
の
「
ヒ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
現
象
の
緩
和
」

に
寄
与
す
る
こ
と
も
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。 

冷
房
用
の
冷
熱
源
と
し
て
の
意
義
に
加
え
て
、
農
産
物

の
品
質
の
維
持
・
向
上
（
例
え
ば
、
低
温
貯
蔵
に
よ
る
農

産
物
の
鮮
度
維
持
、
糖
度
増
加
に
よ
る
食
味
の
向
上
）
等
、

利
用
面
で
の
付
加
価
値
化
も
期
待
さ
れ
、
地
域
に
お
け
る

農
業
、
食
品
産
業
等
で
の
効
果
が
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
地
域
で
の
環
境
意
識
の
向
上
に
も
役
立
つ
こ
と
が
期

待
さ
れ
ま
す
。 

分
散
型
エ
ネ
ル
ギ
ー
シ
ス
テ
ム
の
重
要
性 

今
日
の
電
力
供
給
シ
ス
テ
ム
で
は
長
距
離
の
送
電
網
を

お
こ
な
わ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
そ
の
際
に
発
生
す
る
多
く

の
電
力
ロ
ス
や
環
境
問
題
へ
の
影
響
が
避
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

災
害
に
よ
り
、
地
域
全
体
が
停
電
に
見
舞
わ
れ
る
と
い
う

危
険
性
が
今
回
の
台
風
か
ら
も
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。 

令
和
元
年
の
台
風
１
５
号
で
大
き
な
被
害
を
受
け
た
千

葉
県
房
総
地
区
で
は
、
猛
烈
な
暴
風
で
電
柱
が
な
ぎ
倒
さ

れ
二
週
間
に
も
お
よ
ぶ
停
電
に
見
舞
わ
れ
、
そ
の
爪
跡
は

記
憶
に
新
し
い
と
こ
ろ
で
す
。 

 

千
葉
県
長
生
郡
睦
沢
町
は
、
先
日
の
台
風
１
５
号
の
影

響
で
、
９
月
９
日
か
ら
町
内
や
周
辺
市
町
村
が
停
電
し
ま

し
た
。
そ
の
折
り
に
地
元
企
業
が
設
立
（
９
月
１
日
）
し

た
新
電
力
、「CHIBA

む
つ
ざ
わ
エ
ナ
ジ
ー
」
は
、
防
災
拠

点
「
道
の
駅
・
む
つ
ざ
わ
つ
ど
い
の
郷
」
や
周
辺
の
町
営

地下水くみ上げポンプ小屋 

冷却チューブで株元温度 15～25℃に保つ 

東京五輪水泳競技場 
アクアティクスセンター 

出展：地中熱促進協議会 

出展：設計図地中熱促進協議会 



9 
 

住
宅
団
地
に
、
電
力
と
併
設
さ
れ
た
温
泉
施
設
に
温
水
を

供
給
し
、
ブ
ラ
ッ
ク
ア
ウ
ト
を
免
れ
ま
し
た
。 

 
 

 
 

＊
［
出
典
元
：
日
経
Ｂ
Ｐ 

台
風
１
５
号
１
９
号
で
暴
風
雨

電
柱
が
倒
れ
甚
大
な
被
害
を
受
け
た
千
葉
県
鴨
川
］
＊ 

 そ
こ
で
近
年
注
目
さ
れ
て
い
る
の
が
「
マ
イ
ク
ロ
グ
リ

ッ
ド
」
で
す
。
電
力
消
費
者
の
地
域
に
小
規
模
な
発
電
施

設
を
設
け
、
分
散
型
電
源
を
利
用
す
る
こ
と
で
安
定
的
に

電
力
を
供
給
す
る
と
い
う
仕
組
み
で
す
。
大
規
模
発
電
所

の
電
力
供
給
に
頼
ら
ず
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で
エ
ネ
ル
ギ
ー

供
給
源
と
消
費
施
設
を
持
ち
地
産
地
消
を
目
指
す
小
規
模

な
エ
ネ
ル
ギ
ー
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
こ
と
で
す
。 

 

＊
［
出
典
元
：
日
経
Ｂ
Ｐ
（
ト
イ
レ
と
無
料
シ
ャ
ワ
ー
に

訪
れ
た
地
域
住
民
）
（
周
辺
店
舗
や
住
戸
が
停
電
す
る
中
、

明
る
く
輝
く
道
の
駅
）］
＊ 

 睦
沢
町
で
生
産
さ
れ
る
水
溶
性
天
然
ガ
ス
の
供
給
を
受

け
て
ガ
ス
発
電
を
行
い
、
さ
ら
に
、
発
電
機
か
ら
出
る
排

熱
で
天
然
ガ
ス
採
取
後
の
か
ん
水
を
加
温
し
て
道
の
駅
に

併
設
さ
れ
た
温
浴
施
設
に
供
給
し
て
い
ま
す
。
地
域
の
資

源
で
あ
る
水
溶
性
天
然
ガ
ス
を
１
０
０
％
ム
ダ
な
く
使
い

切
る
取
り
組
み
で
す
。
そ
の
他
に
も
太
陽
光
発
電
、
太
陽

熱
温
水
器
を
併
設
し
て
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活
用
も

お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。（
※
水
溶
性
天
然
ガ
ス
の
採
取
に
は
、

大
量
の
地
下
水
を
汲
み
上
げ
る
た
め
、
地
盤
沈
下
の
リ
ス

ク
も
伴
い
ま
す
） 

マ
イ
ク
ロ
グ
リ
ッ
ド
の
電
力
供
給
源
が
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー

で
あ
れ
ば
、
環
境
へ
の
影
響
も
少
な
い
と
い
う
メ
リ
ッ
ト

も
あ
り
ま
す
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
供
給
元
を
分
散
化
し
、
エ

ネ
ル
ギ
ー
を
地
産
地
消
す
る
こ
と
で
、
環
境
問
題
と
防
災

対
策
の
エ
ナ
ジ
ー
効
果
に
な
り
ま
す
。 

 

 

未
利
用
熱
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
、
地
産
地
消
型
の
エ
ネ
ル
ギ

ー
で
あ
り
、
他
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
の
組
み
合
わ
せ
等
に
よ

り
、
分
散
型
エ
ネ
ル
ギ
ー
シ
ス
テ
ム
の
構
築
に
お
い
て
重

要
な
役
割
を
果
た
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

 

わ
が
国
の
主
要
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
で
あ
る
化
石
燃
料
に

は
限
り
が
あ
る
資
源
で
す
２
０
５
０
年
に
向
け
て
、
未
利

用
熱
エ
ネ
ル
ギ
ー
活
用
型
社
会
の
構
築
と
、
エ
ネ
ル
ギ
ー

効
率
を
図
る
技
術
の
展
開
が
重
要
と
な
り
ま
す
。 

 ※
Ｔ
Ｅ
Ｃ
Ａ
Ｎ
Ｅ
Ｗ
Ｓ
５
８
号
・
６
０
号
掲
載
も
参
照
く

だ
さ
い
。 
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◆ ◆
地
震
大
国 

◆ 

 

地
球
の
表
面
は
１
０
数
枚
の
巨
大
な
板
状
の
岩
盤(

プ

レ
ー
ト)

で
覆
わ
れ
て
お
り
、そ
れ
ぞ
れ
が
別
の
方
向
に
年

間
数
ｃ
ｍ
程
度
の
速
度
で
移
動
し
て
い
ま
す
。
日
本
は
、

そ
の
内
の
４
枚
の
プ
レ

ー
ト
の
境
界
に
位
置
し
、

岩
盤
中
に
大
き
な
ひ
ず

み
を
蓄
え
る
こ
と
で
多

く
の
地
震
が
発
生
し
ま

す
。 因

み
に
、
日
本
周
辺

で
は
２
０
０
０
～
２
０

０
９
年
に
か
け
て
マ
グ

ニ
チ
ュ
ー
ド
５
．
０
の

地
震
が
全
世
界
の
約
１

０
％
、
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
６
．
０
以
上
の
地
震
が
全
世
界

の
約
２
０
％
発
生
し
て
い
ま
す
。 

◆ ◆
災
害
の
印
象 

◆ 
大
規
模
な
地
震
災
害
や
感
染
症
（
コ
レ
ラ
、
チ
フ
ス
、

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
々
）
は
人
々
の
記
憶
に
比
較
的
残
り

や
い
す
傾
向
が
あ
り
ま
す
が
、
毎
年
の
よ
う
に
来
襲
す
る

台
風
に
関
し
て
は
そ
の
記
憶
が
残
る
こ
と
が
少
な
い
よ
う

で
あ
り
、
国
民
に
被
害
防
止
へ
の
取
り
組
み
意
識
付
け
を

す
べ
く
、
国
は
『
防
災
の
日
』
を
設
け
注
意
喚
起
を
諮
っ

て
い
ま
す
。 

処
で
、
政
府
や
地
方
自
治
体
が
主
催
の
防
災
訓
練
内
容

は
、
主
に
台
風
・
水
害
と
地
震
を
想
定
し
て
行
っ
て
い
る

（
最
近
は
、
原
子
力
災
害
が
一
部
地
域
で
加
わ
っ
た
）
と

し
て
い
ま
す
が
、
我
が
国
の
高
度
成
長
期
に
お
い
て
は
自

然
災
害
で
千
人
以
上
の
死
者
・
行
方
不
明
者
が
生
じ
た
大

災
害
が
少
な
か
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
ど
ち
ら
か
と
い
う
と

水
害
に
対
す
る
危
機
意
識
が
希
薄
化
し
て
い
る
こ
と
が
懸

念
材
料
で
す
。 

                            

会員 
投稿 

  
近
年
の
自
然
災
害
か
ら
の
懸
念 

 

会
員 

● 

近
藤 

和
雄 

 

  

防災の日は、昭和３５年（１９６０）年６月11 日の閣議で、９月１日を防災の日とするこ

とが了解されたことに始まりますが、防災の日とした経緯は、以下のとおりです。 

 ９月１日は、関東大震災が発生した日であるとともに、暦の上では２１０日に当たり、台風

シーズンを迎える時期でもあり、また、昭和３４（１９５９）年９月２６日の「伊勢湾台風」

によって、戦後最大の被害を被ったことが契機となって、地震や風水害等に対する心構え等を

育成するため、防災の日が創設されました。 

 次に、昭和３５年９月１日発行の官報資料に登載された「防災の日」の創設に関する記述を

紹介します。「政府、地方公共団体など関係諸機関はもとより、広く国民の一人一人が台風、

高潮、津波、地震などの災害について、認識を深め、これに対処する心がまえを準備しようと

いうのが、『防災の日』創設のねらいである。もちろん、災害に対しては、常日ごろから注意

を怠らず、万全の準備を整えていなければならないのであるが、災害の発生を未然に防止し、

あるいは被害を最小限に止めるには、どうすればよいかということを、みんなが各人の持場で、

家庭で、職場で考え、そのための活動をする日を作ろうということで、毎年９月１日を『防災

の日』とすることになったのである」と、制定の主旨が記されています。 

［出典：東京消防庁から抜粋］ 

[出典：国立研究開発法人防災科学技術研究所] 
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◆ ◆
令
和
元
年
台
風
１
９
号 

◆ 

 

２
０
１
９
年
１
０
月
１
２
日
、
静
岡
県
伊
豆
半
島
に
上

陸
し
た
台
風
１
９
号
は
、
関
東
・
信
越
・
東
北
地
方
を
中

心
に
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
、
宮
城
、
福
島
、
茨
城
、

栃
木
、
埼
玉
、
新
潟
、
長
野
県
で
の
計
７
１
河
川
１
４
０

カ
所
の
堤
防
が
決
壊
、
土
砂
災
害
は
２
０
都
県
で
９
６
２ 

                   
 

   
 

   
 

   
 

   
 

   
 

   
 

件
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。 

処
で
、
利
根
川
の
主
要
な
支
流
の
吾
妻
川
中
流
部
に
建

設
中
の
「
八
ッ
場
ダ
ム
」
は
２
０
２
０
年
（
令
和
２
年
）

の
完
成
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
ダ
ム
の
本
格
的
な
運

用
を
始
め
る
前
の
試
験
湛
水
（
実
際
に
水
を
貯
め
て
、
ダ

ム
堤
体
及
び
貯
水
池
周
辺
の
安
全
性
を
確
認
す
る
た
め
に

行
う
）
を
２
０
１
９
年
（
令
和
元
年
）
１
０
月
１
日
か
ら

開
始
し
て
い
ま
し
た
が
、
台
風
１
９
号
の
大
雨
に
よ
り
一

気
に
貯
水
率
が
１
０
０
％
と
な
り
ま
し
た
。 

こ
の
記
録
的
な
大
雨
に
よ
り
、
埼
玉
県
久
喜
市
の
栗
橋

水
位
観
測
所
で
は
キ
ャ
ス
リ
ー
ン
台
風(

１
９
４
７
年)

時

に
お
け
る
最
高
水
位
を
超
え
た
ほ
か
、
そ
の
下
流
の
茨
城

県
取
手
市
の
観
測
所
で
は
キ
ャ
ス
リ
ー
ン
台
風
に
お
け
る

流
量
を
超
え
て
観
測
史
上
最
高
の
流
量
を
記
録
し
ま
し
た
。 

 

国
交
省
利
根
川
上
流
河
川
事
務
所
に
よ
る
と
、
渡
良
瀬

遊
水
地
と
周
辺
の
菅
生
・
稲
戸
井
・
田
中
の
各
調
節
池
を

合
わ
せ
、
過
去
最
大
と
な
る
計
約
２
．
５
億
㎥
（
東
京
ド

ー
ム
約
２
０
０
杯
分
）
の
洪
水
貯
留
効
果
が
認
め
ら
れ
た

と
し
、
そ
の
総
量
は
、
た
と
え
ば
八
ッ
場
ダ
ム
が
単
体
で

貯
め
た
水
の
約
３
．
３
倍
と
、
け
た
違
い
の
数
値
に
な
っ

て
い
る
と
の
こ
と
で
す
。 

ま
た
、
Ｔ
Ｅ
Ｃ
Ａ
ニ
ュ
ー
ス
６
１
号
で
記
載
（
１
０
頁

か
ら
１
１
頁
）
の
「
首
都
圏
外
郭
放
水
路
」
も
フ
ル
稼
働

し
ま
し
た
が
、
こ
の
台
風
に
よ
っ
て
東
京
都
心
部
周
辺
の

我が国の戦後の主な自然災害の状況（1000 人以上の死者・行方不明者） 

年月日 災害名 主な被災地 
死者・行方
不明者数 

発生 
間隔 

1945.9.17～18 枕崎台風 西日本（特に広島） 3,756 人  

1946.12.21 南海地震（M8.0） 中部以西の日本各地 1,443 人 1 年 

1947.9.14～15 キャスリーン台風 東海以北 1,930 人 1 年 

1948.6.28 福井地震（M7.1） 福井平野とその周辺 3,769 人 1 年 

1953.6.25～29 大雨（前線） 九州，四国，中国（特に北九州） 1,013 人 5 年 

1953.7.16～24 南紀豪雨 東北以西（特に和歌山） 1,124 人  

1954.9.25～27 洞爺丸台風 全国（特に北海道，四国） 1,761 人 1 年 

1958.9.26～28 狩野川台風 近畿以東（特に静岡） 1,269 人 4 年 

1959.9.26～27 伊勢湾台風 全国（九州を除く，特に愛知） 5,098 人 1 年 

1995.1.17 
阪神･淡路大震災
（M7.3） 

兵庫県 6,437 人 36 年 

2011.3.11 
東 日 本 大 震 災
（Mw9.0） 

東日本（特に宮城、岩手、福島） 22,252 人 16 年 

注）①阪神・淡路大震災の死者・行方不明者については平成 18 年 5 月 19 日現在の数値。 
②東日本大震災の死者（災害（震災）関連死含む）・行方不明者数については平成 31 年 

3 月 1 日現在の数値。  
 【社会実情データ記録をベースに［気象年鑑、理科年表、警察庁資料、消防庁資料、緊急

災害対本部資料、非常災害対策本部資料、兵庫県資料を元に内閣府「令和元年版防災白
書」他］を抜粋、編集・加工】 

（出典：全国保険医新聞2019年 11 月5日号 ） 



12 
 

水
没
な
ど
大
き
な
混
乱
を
も
た
ら
す
こ
と
が
避
け
ら
れ
た

の
は
、
上
流
部
の
ダ
ム
と
遊
水
地
・
方
水
路
に
よ
る
多
大

な
防
災
効
果
と
い
え
ま
す
。 

 

 

こ
の
台
風
１
９
号
か
ら
多
く
の
被
災
リ
ス
ク
が
あ
か
ら

さ
ま
に
な
り
ま
し
た
が
、
自
治
体
に
お
い
て
は
１
千
年
に

一
度
の
水
害
リ
ス
ク
想
定
マ
ッ
プ
（
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
）

作
成
は
義
務
化
に
あ
り
な
が
ら
も
未
だ
多
く
は
作
成
が
遅

延
し
て
い
る
の
が
現
実
で
あ
り
、
中
に
は
現
実
と
し
て
無

理
な
避
難
計
画
（
例
：
江
東
５
区
の
『
こ
こ
（
五
区
）
に

い
て
は
ダ
メ
で
す
』）
も
あ
り
ま
す
。 

ま
た
、浸
水
に
は
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
被
災
の
コ
ン
パ
ク

ト
・
シ
テ
ィ
や
、
危
険
物
取
り
扱
い
施
設
（
国
立
感
染
症

研
究
所
）、
医
療
・
介
護
福
祉
施
設
、
Ｇ
Ｓ
、
長
野
新
幹
線

車
両
基
地
、
高
速
道
路
、
鉄
道
、
浄
水
場
、
下
水
処
理
場

等
々
が
あ
り
、
さ
ら
に
は
マ
ン
シ
ョ
ン
地
下
電
源
施
設
で

の
電
源
消
失
や
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
・
ス
ト
ア
を
始
め
と

す
る
事
業
所
浸
水
に
対
す
る
多
く
の
企
業
等
の
Ｂ
Ｃ
Ｐ
計

画
の
甘
さ
や
未
整
備
状
況
も
浮
か
び
上
が
り
ま
し
た
。 

加
え
て
、
情
報
面
か
ら
は
非
常
時
に
肝
心
の
、
河
川
の

水
位
観
測
施
設
が
浸
水
に
よ
り
機
能
停
止
や
崩
壊
し
、
防

災
無
線
施
設
が
水
没
等
で
機
能
せ
ず
と
い
う
こ
と
も
生
じ
、

例
え
通
信
が
可
能
で
あ
っ
て
も
浸
水
の
激
し
い
地
区
で
は

１
１
９
番
通
報
が
な
さ
れ
て
も
、
消
防
に
よ
る
被
災
者
の

避
難
援
助
が
で
き
な
い
と
い
う
状
態
に
陥
っ
て
し
ま
い
ま

し
た
。 

 

処
で
、
こ
の
利
根
川
流
域
に
は
日
本
の
人
口
の
約
１

０
％
が
居
住
し
て
い
ま
す
が
、
日
本
人
の
多
く
は
河
川
の

堆
積
作
用
の
沖
積
平
野
に
住
む
と
は
い
え
、
そ
も
そ
も
が

浸
水
地
域
へ
の
生
活
基
盤
の
構
築
が
大
き
な
課
題
で
す
が
、

あ
る
べ
き
土
地
取
引
に
浸
水
想
定
域
の
説
明
義
務
付
け
や
、

建
築
基
準
法
に
よ
る
マ
ン
シ
ョ
ン
設
備
（
現
行
は
耐
震
の

み
に
視
点
）
取
り
組
み
の
遅
れ
等
々
の
制
度
設
計
不
備
が

あ
り
ま
す
。 

こ
の
よ
う
な
こ
と
が
起
き
る
背
景
に
は
、
行
政
の
取
り

組
み
の
遅
延
や
経
済
優
先
の
政
策
の
影
響
が
あ
り
ま
す
が
、

そ
の
失
敗
の
一
例
と
し
て
、
昨
年
に
浸
水
被
害
が
発
生
の

岡
山
県
・
倉
敷
市
真
備
町
は
、
水
島
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
を
中

心
に
渇
水
に
あ
え
ぐ
下
流
地
域
の
水
源
開
発
優
先
の
、
か

つ
て
の
河
川
の
付
替
え
に
起
因
し
て
い
ま
す
。 

な
お
、
既
に
整
備
が
な
さ
れ
た
全
国
に
あ
る
１
４
６
０

箇
所
の
総
ダ
ム
容
量
の
３
割
し
か
な
い
洪
水
調
整
能
力
に

留
ま
る
の
は
、
多
目
的
ダ
ム
の
利
権
者
間
の
放
流
協
議
が

未
決
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
治
水
機
能
が
発
揮
で
き
な
い

の
は
残
念
な
こ
と
で
す
。 

◆ ◆
キ
ャ
ス
リ
ー
ン
台
風
に
学
べ 

◆ 

一
旦
被
災
す
れ
ば
経
済
的
・
精
神
的
に
も
大
き
い
負
の

遺
産
を
背
負
い
込
み
続
け
る
の
に
、
水
害
対
応
へ
の
取
り

組
み
が
進
ま
な
い
要
因
の
一
つ
に
、
１
９
４
７
年
９
月
１

６
日
に
関
東
地
方
に
未
曾
有
の
大
雨
を
も
た
ら
し
、
多
く

の
河
川
が
記
録
的
な
水
位
と
な
り
、
現
在
の
埼
玉
県
・
加

須
で
利
根
川
の
右
岸
の
堤
防
が
３
５
０
ｍ
決
壊
し
た
キ
ャ

ス
リ
ー
ン
台
風
の
被
災
経
験
者
が
７
２
年
経
過
（
３
０
年

程
度
の
世
代
交
代
が
２
回
起
き
て
い
る
）
し
た
今
日
、
台

風
に
よ
る
浸
水
被
害
体
験
者
が
極
め
て
少
な
く
な
っ
た
こ

と
で
、
浸
水
体
験
の
世
代
間
の
伝
承
や
継
承
が
上
手
く
な

さ
れ
ず
、
浸
水
現
場
の
過
酷
な
現
実
を
想
像
で
き
ず
に
水

害
の
印
象
が
消
さ
れ
た
こ
と
が
、
今
日
の
我
が
国
の
「
安

全
・
安
心
」
が
言
葉
だ
け
の
形
と
な
り
、
防
災
・
減
災
に

向
け
た
整
備
や
移
転
対
応
を
拒
む
一
因
と
な
り
得
る
状
態

だ
と
い
え
ま
し
ょ
う
。
歴
史
を
振
り
返
っ
て
み
る
こ
と
が

求
め
ら
れ
ま
す
。 

◆ ◆
課
題
解
決
へ
向
け 

◆ 

 

近
年
こ
の
よ
う
に
台
風
や
前
線
に
よ
る
浸
水
の
脅
威
が

増
し
た
原
因
は
、
日
本
周
辺
の
海
水
温
が
一
年
を
通
し
て

上
昇
し
て
お
り
、
冬
や
春
に
も
発
生
し
ま
す
。
ま
た
、
太

平
洋
ル
ー
ト
が
大
幅
に
増
え
、関
東
に
接
近
す
る
台
風
は
、

他
の
ル
ー
ト
よ
り
中
心
気
圧
が
低
い
状
態
の
ま
ま
接
近
し

ま
す
。
水
蒸
気
の
容
量
が
増
え
、
台
風
や
前
線
に
よ
り
日

本
の
山
脈
を
中
心
に
豪
雨
と
な
り
、
そ
の
雨
水
が
急
峻
な

河
川
を
一
気
に
下
る
こ
と
で
の
河
川
氾
濫
や
、
下
水
道
の

雨
水
排
水
能
力
を
超
え
る
降
雨
に
よ
り
、
雨
を
河
川
等
の

調整池が機能を発揮 

https://tenki.jp/
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公
共
の
水
域
に
放
流
で
き
な
い
場
合
に
発
生
す
る
内
水
浸

水
の
発
生
に
あ
り
ま
す
。 

   

                          

最
早
、
地
球
環
境
温
暖
化
へ
の
緩
和
策
対
応
は
既
に
限

界
に
あ
り
、
急
ぎ
適
応
策
へ
舵
を
切
る
取
組
み
が
求
め
ら

れ
て
い
ま
す
が
、
近
年
の
治
水
予
算
額
は
１
９
９
７
年
比

で
４
０
％
減
程
度
と
国
土
強
靭
化
策
と
は
言
い
難
い
も
の

が
あ
り
ま
す
。
我
が
国
は
、
地
震
の
多
発
か
ら
し
て
も
そ

の
対
策
も
必
須
な
の
で
す
が
、
地
勢
学
的
に
お
い
て
も
地

球
の
プ
レ
ー
ト
の
影
響
で
急
峻
な
島
国
で
、
太
平
洋
に
面

す
る
こ
と
か
ら
毎
年
多
く
の
台
風
が
来
襲
し
、
大
量
の
雨

が
降
る
た
め
に
水
害
が
多
い
が
故
に
、
防
災
・
減
災
へ
向

け
た
「
浸
水
対
策
（
堤
防
強
化
・
調
整
池
整
備
等
）」
に
つ

い
て
、
も
っ
と
力
を
い
れ
る
こ
と
が
望
ま
れ
ま
す
。 

 

   

 

   ◆栃木県環境カウンセラー協会は、 

関東地方ESD活動支援センターに登録加盟しました◆ 
 

ESD が質の高い教育に関する SDG４に必要不可欠の要素であり、その他の全て

の SDGs の成功への鍵として、ESD は SDGs の達成の不可欠な実施手段とされて

います。わたしたち TECA では、環境支援活動を通じて包摂的質の高い環境教育を

提供することにつとめます。 

（ESD：Education for Sustainable Development の略で「持続可能な開発のための教育」） 
 

◆栃木県環境カウンセラー協会は、 

「つなげよう、支えよう森里川海」環境省プロジェクトに賛同支援します◆ 
 

きれいな空気、豊かなで安全な水、子どもたちも安心して食べることができる美味

しい食料、災害防止など、私たちの暮らしは森里川海が生み出す様々な恵みに支えら

れています。その恵みをひきつぐ活動を進め、森里川海を支えていく社会づくりを支

援します。 
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◆ ◆ 

は
じ
め
に 

◆  

 

平
成
２
８
年
８
月
、
ク
ビ
ア
カ
ツ
ヤ
カ
ミ
キ
リ
が
栃
木

県
足
利
市
で
、
栃
木
県
内
で
初
め
て
確
認
さ
れ
た
。
体
長

は
２
㎝
～
４
㎝
、
全
体
が
ツ
ヤ
の
あ
る
黒
色
で
、
胸
部
が

赤
い
の
が
特
徴
で
あ
る
。
触
角
も
黒
色
で
体
調
と
同
じ
長

さ
も
し
く
は
若
干 

長
い
。
オ
ス
の
方 

が
体
は
や
や
小
さ 

く
，
触
角
の
比
率 

が
大
き
い
。 

サ
ク
ラ
、
ウ
メ
， 

モ
モ
内
ど
の
バ
ラ 

科
植
物
を
中
心
に 

食
害
し
、
バ
ラ
科 

以
外
に
も
カ
キ
や 

ポ
プ
ラ
な
ど
に
も
寄
生
す
る
。
食
害
を
受
け
た
樹
木
は
急

速
に
勢
い
が
衰
え
、
枯
死
の
原
因
に
な
っ
て
い
る
。 

 

ク
ビ
ア
カ
ツ
ヤ
カ
ミ
キ
リ
は
外
来
種
の
１
種
で
中
国
・

台
湾
・
朝
鮮
・
ベ
ト
ナ
ム
な
ど
が
原
産
地
で
あ
る
が
、
正

確
な
移
入
先
は
不
明
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
ど
こ
か
ら
か
の

国
か
ら
、
木
製
の
梱
包
材
な
ど
に
付
着
し
て
運
ば
れ
て
き

た
可
能
性
が
あ
る
。
わ
が
国
に
は
２
０
１
２
年
に
愛
知
県 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

で
最
初
に
発
見
さ
れ

た
。
そ
の
後
、
２
０

１
３
年
埼
玉
県
、
２

０
１
５
年
に
群
馬
県
，

東
京
都
、
大
阪
府
、

徳
島
県
、
更
に
２
０

１
５
年
に
栃
木
県
で

発
見
さ
れ
た
。
栃
木

県
で
は
現
在
ま
で
に

発
見
さ
れ
た
の
は
、 

足
利
市
、
佐
野
市
で
あ
っ
た
が
、
本
年
に
入
っ
て
６
月
に 

小
山
市
で
も
発
見
さ
れ
た
。
ま
た
足
利
・
佐
野
の
両
市
の 

昨
年
の
サ
ク
ラ
類
や
モ
モ-

ナ
シ
な
ど
の
果
樹
へ
の
被
害 

は
、
一
昨
年
の
３
倍
に
及
ん
で
い
る
。
今
の
勢
い
の
ま
ま 

県
内
全
域
に
及
ぶ
の
は
時
間
の
問
題
と
思
わ
れ
、
各
地
に 

被
害
の
報
告
が
多
発
す
る
可
能
性
が
高
い
本
種
が
出
現
す 

る
の
は
６
月
～
８
月
で
あ
る
。 

◆ ◆ 

被
害
の
実
態 

◆  栃
木
県
環
境
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
協
会
で
は
、
毎
年
『
マ
ロ

ニ
エ
ホ
ー
ル
』
実
施
さ
れ
る
『
エ
コ
テ
ッ
ク
』
で
１
昨
年

こ
の
問
題
を
取
り
上
げ
た
。
当
時
マ
ス
コ
ミ
等
で
騒
が
れ

た
『
ヒ
ア
リ
』
と
合
わ
せ

て
標
本
を
借
入
れ
展
示

し
た
が
、
我
々
に
と
っ

て
欠
か
せ
な
い
花
で
あ

る
サ
ク
ラ
に
被
害
を
及

ぼ
す
こ
と
を
宣
伝
し
た

が
、
ま
だ
宇
都
宮
市
で

の
被
害
は
報
告
さ
れ
て

い
な
い
こ
と
か
ら
、
市

民
の
反
応
は
い
ま
一
つ

盛
り
上
が
り
に
欠
け
て

い
た
。
一
部
に
は
危
機

感
を
持
つ
人
が
い
た
も

の
の
、
こ
ん
な
に
急
速

に
被
害
が
広
が
っ
て
い

る
と
感
じ
て
い
る
人
は

多
く
は
な
か
っ
た
。 

 

  

生
物
多
様
性
と
は
何
か 

そ
の
２
８ 

 
 
 

 
 

― 
ク
ビ
ア
カ
ツ
ヤ
カ
ミ
キ
リ
の
増
加
に
警
戒 

― 

 
 
 
 
 
 
 

 

理
事 

● 

市
川 

恭
治 

 

会員 
投稿 

写真ー１ クビアカツヤカミキリ 
（右がオス・左がメス） 

表ー１クビアカツヤカミキリの被害が確認された県と被害樹脂 

写真ー2 クビアカツヤカミキリ 
（上段 2 列目まで、3 段目は国産の食害種） 
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◆ ◆ 

被
害
の
確
認 

◆ （
１
）
フ
ラ
ス
の
確
認 

カ
リ
ン
ト
ウ
状
で
比
較
的
硬
い
の
が
特
徴
。
こ
の
フ
ラ

ス
が
あ
れ
ば
、
樹
体
内
に
幼
虫
が
生
存
し
て
い
る
こ
と
を

示
す
。
こ
の
フ
ラ
ス
が
ま
ず
根
元
な
ど
に
大
量
に
散
乱
・

堆
積
す
る
か
否
か
を
確
認
す
る
。 

（
２
）
排
出
坑
の
確
認 

 

 

フ
ラ
ス
が
樹
体
の
ど
こ
か
ら
排
出
さ
れ
て
い
る
の
か
を

確
認
す
る
。 

樹
体
か
ら
フ
ラ
ス
が
挽
き
肉
状
に
飛
び 

出
し
て
い
る
場
所
が
フ
ラ
ス
排
出
孔
。フ
ラ
ス
排
出
孔
は
、

農
薬
を
注
入
す
る
と
き
の
注
入
口
と
な
る 

（
３
）
成
虫
脱
出
抗
の
確
認 

 

樹
体
に
成
虫
脱
出
孔
が
あ
る
か
否
か
を
確
認
す
る
。
成

虫
脱
出
孔
は
、
楕
円
形
で
、
長
径
が
２
～
３
㎝
程
度
。
こ

の
脱
出
口
が
確
認
さ
れ
た
場
合
、
フ
ラ
ス
排
出
さ
れ
て
い

る
か
ど
う
か
を
見
つ
け
、
針
金
や
千
枚
通
し
な
ど
で
フ
ラ

ス
を
取
り
除
く
と
と
も
に
、
そ
こ
か
ら
針
金
を
挿
入
し
て

幼
虫
を
刺
殺
す
る
か
、
登
録
農
薬
（
商
品
名
：
ロ
ビ
ン
フ

ッ
ド
、
ア
ク
セ
ル
フ
ロ
ア
ブ
ル
、
園
芸
用
キ
ン
チ
ョ
ー
ル

Ｅ
ま
た
は
マ
ツ
グ
リ
ー
ン
液
剤
２
）
を
注
入
し
て
駆
除
す

る
（
表
ー
２
）。
な
お
、
農
薬
を
使
用
す
る
場
合
は
、
取
り

扱
い
上
の
注
意
に
従
う
こ
と
。
処
理
後
に
は
見
回
り
を
実

施
し
、
フ
ラ
ス
の
排
出
が
な
い
こ
と
を
確
認
す
る
。
フ
ラ

ス
の
排
出
が
確
認
さ
れ
た
場
合
は
、
再
度
、
農
薬
を
注
入

す
る
。
成
虫
脱
出
孔
が
あ
れ
ば
、
過
去
に
そ
の
樹
体
か
ら

成
虫
が
羽
化
し
た
こ
と
を
示
す
。 

（
４
）
樹
体
に
枯
死
し
た
箇
所
が
あ
る
か
否
か
を
確
認 

 

※
農
薬
の
使
用
に
あ
た
っ
て
は
必
ず
ラ
ベ
ル
を
確
認
の

う
え
正
し
く
使
用
す
る
こ
と
。 

 

農
薬
使
用
に
対
し
て
は
幼
虫
を
対
象
と
し
た
も
の
と
成

虫
を
対
象
に
し
た
も
の
が
あ
る
。 

 

  
 

                      

    

農薬の種類 農薬の名称 主な適用作物名 

メタフルミゾン水和剤 アクセルフロアブル さくら 

フェンプロパトリンエアゾル 
ロビンフッド、ベニカカミキリ
ムシエアゾール 

うめ、もも、おうとう、
果樹類＊１、樹木類 

ペルメトリンエアゾル 園芸用キンチョールＥ さくら 

アセタミプリド液剤 マツグリーン液剤２ さくら 

スタイナーネマ カーポカプサ
エ剤 

バイオセーフ 
うめ、もも、食用さく
ら（葉）、さくら 

ジノテフラン液剤 ウッドスター さくら 

チアメトキサム液剤 アトラック液剤 さくら 

写真ー４ 切り倒したサクラの円盤（左）と 
木の脱出口周辺に山積されたフラス（右） 

写真ー２ クビアカツヤカミキリ 
（上段 2 列目までで、3 段目は国産の食害種） 

写真ー３ クビアカツヤカミキリによる被害を受けたサクラと脱出口(５か所) 

 
写真ー5 クビアカツヤカミキリの幼虫 

 

表－2 農薬 【幼虫を対象としたもの】 

＊１かんきつ、りんご、なし、びわ、もも、うめ、おうとう、ぶどう、かき、マンゴー、
いちょう(種子)、くり、ペカン、アーモンド、くるみ、食用つばき(種子)を除く 
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フ
ラ
ス
排
出
穴
か
ら
大
量
で
大
型
の
フ
ラ
ス
が
確
認

さ
れ
た
場
合
、
羽
化
時
期
が
近
づ
い
て
い
る
考
え
ら
れ
る

た
め
、
フ
ラ
ス
排
出
孔
か
ら
農
薬
注
入
な
ど
を
実
施
す
る

と
と
も
に
、
成
虫
の
拡
散
防
止
の
た
め
、
羽
化
期
（
６
月

か
ら
８
月
）
前
に
、
樹
木
の
幹
に
ネ
ッ
ト
（
目
合
４
ミ
リ

メ
ー
ト
ル
以
下
の
防
鳥
ネ
ッ
ト
な
ど
）
を
、
１
周
か
ら
１

周
半
程
度
巻
き
付
け
る
（
写
真
ー
６
）。
な
お
、
ネ
ッ
ト
を

巻
き
付
け
る
前
に
、樹
体
の
幹
ま
た
は
幹
の
分
枝
部
分
に
、

登
録
農
薬
の
バ
イ
オ
リ
サ
〈
カ
ミ
キ
リ
〉
ス
リ
ム
（
昆
虫

寄
生
性
糸
状
菌
製
剤
）
を
巻
き
付
け
て
お
く
と
効
果
的
で

あ
る
。
た
だ
し
、
農
薬
を
使
用
す
る
場
合
は
、
取
り
扱
い

上
の
注
意
に
従
う
こ
と
。
ネ
ッ
ト
を
巻
き
付
け
た
後
は
、

定
期
的
に
見
回
り
、羽
化
し
た
成
虫
が
い
れ
ば
捕
殺
す
る
。

樹
木
に
複
数
の
フ
ラ
ス
排
出
孔
や
成
虫
脱
出
孔
が
確
認
さ

れ
、
特
に
枝
な
ど
に
枯
死
が
確
認
さ
れ
た
場
合
は
、
伐
倒

処
理
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。
伐
採
し
た
材
に
は
、
幼
虫

が
潜
ん
で
い
る
可
能
性
が
あ
る
た
め
、
必
ず
焼
却
処
分
す

る
。
ま
た
、
土
中
に
残
っ
た
切
り
株
に
穴
が
開
い
て
い
る

場
合
は
、
成
虫
が
脱
出
し
な
い
よ
う
に
ネ
ッ
ト
を
被
せ
て

お
く
な
ど
の
処
理
が
必
要
で
あ
る
。 

◆ ◆ 

今
後
の
課
題 

◆  本
種
に
よ
る
被
害
が
栃
木
県
南
部
か
ら
始
ま
り
、
じ
わ

じ
わ
と
北
上
を
続
け
、
昨
年
度
は
栃
木
県
小
山
市
で
記
録

さ
れ
た
。
本
年
度
に
は
宇
都
宮
市
や
鹿
沼
市
ま
で
到
達
の

可
能
性
も
あ
る
。
モ
モ
な
ど
果
樹
へ
の
影
響
は
深
刻
で
あ

る
が
、
サ
ク
ラ
類
へ
の
被
害
は
や
や
見
逃
さ
れ
て
い
る
傾

向
に
あ
る
。
早
期
発
見
→
早
期
処
理
が
今
の
と
こ
ろ
取
り

う
る
対
応
で
あ
る
。
身
近
な
と
こ
ろ
で
早
く
被
害
を
見
つ

け
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。
我
々
栃
木
県
環
境
カ
ウ
ン
セ

ラ
ー
協
会
も
エ
コ
テ
ッ
ク
な
ど
の
機
会
に
市
民
の
方
々
に

呼
び
掛
け
て
い
き
た
い
。 

  

農薬の種類 農薬の名称 適用作物名 

ボーベリア ブロンニア
ティ剤 

バイオリサ・カミキリ 果樹類、さくら、食用さくら（葉）           

ＭＥＰ乳剤 スミパイン乳剤 樹木類       

メタフルミゾン水和剤 アクセルフロアブル うめ、さくら 

チアメトキサム水溶剤 アクタラ顆粒水溶剤 もも、ネクタリン、おうとう、小粒核果類＊２、うめ 

アセタミプリド水溶剤 モスピラン顆粒水溶剤 もも、うめ、すもも、さくら 

アセタミプリド液剤 マツグリーン液剤２ さくら 

ＤＭＴＰ乳剤 スプラサイドＭ もも 

ＤＭＴＰ水和剤 スプラサイド水和剤 もも、うめ、すもも 

シクラニリプロール液剤 テッパン液剤 もも、すもも 

表－３ 農薬 【成虫を対象としたもの】 

＊２ うめを除く 

写真ー６ 佐野市若松町公園の桜の木に設置された防除ネット 
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紹介する本は、安田守著、「イモムシの教科書」文一総合出版です。

「イモムシ」と言う言葉は生物学で使われる学術用語ではありません。

辞書によると「チョウやガの幼虫のうち、体表の刺毛が顕著でないもの」

と記載されています。チョウやガは、昆虫の中で「鱗翅目：りんしもく」

と言うグループに分類されています。日本にはチョウが 328 種、ガ類が

6071 種生息されていると記載されています。イモムシには対になる語

として「ケムシ：毛虫」があり、鱗翅目の昆虫の幼虫で、体が長毛にお

おわれているものとされています。鱗翅目の幼虫で毛が長いものがケム

シで、それ以外がイモムシになるようです。イモムシ（芋虫）の呼び方

は、スズメガの大きな幼虫が芋の葉を食べることから来ているようで、

芋畑と言う人間の暮らしに近いところにいて、目に付きやすい存在であ

ったことからイモムシと言う特別な名前で呼ばれるようになったよう

です。本ではケムシも含めてイモムシについて書かれています。 

 イモムシは大きくなってもイモムシのままでいると考えている人も

いるようですが、イモムシは完全変態（卵、幼虫、蛹、成虫）する昆虫

の幼虫で、成虫と幼虫は全く違う形をしています。イモムシから成虫を

想像することは経験的なものであり、専門家でもなかなか難しいらしい

ようです。イモムシが大きくなったらチョウになり、毛虫が大きくなっ

たらガになると思う人は多いようですが、これは正しくありません。チョウとガの違いの傾向を示すことが出来て

も、はっきりと違いを明示することも難しいようです。一般にはチョウは美しく、ガは地味と言われますが、専門

家は「チョウきれい、ガは美しい」とも言うようです。さらに大きくなってもイモムシのままに近い形のイモムシ

もいます。ミノガ科（ミノムシ：蓑虫）の幼虫でオスは蓑の下部から出て羽化しますが、メスは蓑の中に一生居て、

翅と脚が無く、頭が小さく腹部だけという形のようで、大人になってもイモムシに近い形のままのようです。日本

にはこのようなミノムシが 50 種いるそうです。 

イモムシの 99%以上は植物の葉を食べるようですが、肉食のイモムシもいるという。また 1 種あるいは同属近縁

種だけの植物だけを食べる単食性、単一属あるいは同科の近縁属の植物だけを食べる狭食性、複数の科の植物を食

べる広食性に分かれるようです。モンシロチョウは、キャベツの葉しか食べないように思うので単食性になるかと

思います。ナミアゲハは、ミカン、ゆずと山椒の葉を食べるので狭食性と言えるのかも知れません。ミカンの葉に

いたナミアゲハの幼虫をゆずの葉で育てることは出来ました。今度は山椒にいる幼虫をゆずで育つか試してみよう

と思っています。 

イモムシの主な敵は鳥や蟻・クモ類であり、自分の身を守るために周囲の木の葉や枝に溶け込むような保護色に

なるとか、体から蟻・クモ類が嫌がる臭いや触角を出すなどするようです。では一体卵から成虫になるのにどのく

らい残るのだろうかと言う疑問が湧きます。アメリカシロヒトリの研究があり、1 匹のメスが数百から 1000 個の卵

を産み、卵、幼虫、蛹での死亡率が 99.84％、1000 個の卵から 1～2 匹の成虫になるとの様です。昆虫は一夫多妻と

思われるので、それで大きく増えもしないし、減りもしない数のバランスがとれているのだと思います。 

こういう昆虫を観察したり、飼育するのはなかなか面白いことですが、イモムシ特に毛虫には毛に毒を持つもの

がいます。家の庭でも、椿や山茶花にとりつく「チャドクガ」、柿などにとりつく「イラガ」などは要注意です。不

用意に幼虫に触ると、腫れたり、かゆみが出たりします。十分注意することが必要です。 
  

本の構成は、まさかイモムシ。第 1 章：イモムシって何？ 第 2 章：イモムシがおおきくなると？ 第 3 章：そのイモムシ、

何食べる？ 第 4 章：イモムシは何色？ 第 5 章：イモムシをとりまく生きものたち  第 6 章：イモムシを観察する。身近に

ある遠い自然。 参考文献から成っています。 

会員から書籍の紹介 
安場 博  
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◆ ◆
始
め
に 

◆ 

 

小
笠
原
諸
島
（
東
京
都
小
笠
原
村
）
は
１
９
６
８
年
に

米
国
か
ら
日
本
に
返
還
さ
れ
ま
し
た
が
、
東
京
湾
か
ら
約

１
千
ｋ
ｍ
南
の
太
平
洋
上
地
域
に
散
在
す
る
大
小
３
０
余

の
島
々
か
ら
成
り
立
っ
て
お
り
、
亜
熱
帯
に
属
す
る
気
温

の
年
間
較
差
が
少
な
い
地
域
で
、
約
２
６
０
０
人
の
島
民

は
父
島
と
母
島
の
２
島
に
住
ん
で
い
ま
す
。 

        

な
お
、
こ
の
小
笠
原
諸
島
は
大
陸
と
陸
続
き
に
な
っ
た

こ
と
が
な
い
「
海
洋
島
」
で
あ
る
が
故
に
、
島
の
動
植
物

が
独
自
の
進
化
を
遂
げ
た
こ
と
か
ら
、「
進
化
の
実
験
場
」、

ま
た
は
「
東
洋
の
ガ
ラ
パ
ゴ
ス
」
と
も
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。 

◆ ◆
小
笠
原
諸
島
へ
の
ア
ク
セ
ス 

◆ 

居
住
地
域
の
父
島
・
母
島
に
は
空
港
が
な
く
、
ほ
ぼ
週

１
便
（
繁
忙
期
と
船
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
期
を
除
く
）
の
定 

 
 

期
船
で
あ
る
「
お
が
さ
わ
ら
丸
（
約
１
万
１

千
ｔ
）」
が
東
京
・
竹
芝
桟
橋
か
ら
父
島
・
二

見
港
ま
で
片
道
約
２
４
時
間
か
け
る
海
路
が
、

本
土
と
結
ぶ
唯
一
の
交
通
手
段
で
す
。
母
島

は
父
島
の
南
約
５
０
ｋ
ｍ
先
に
あ
り
、
父
島

～
母
島
間
は
「
は
は
じ
ま
丸
（
約
５
百
ｔ
）」

が
就
航
し
て
お
り
二
見
港
か
ら
２
時
間
で
到

着
し
ま
す
。 

生
活
物
資
の
生
鮮
品
は
お
が
さ
わ
ら
丸
で
運
ば
れ
ま
す

が
、
ガ
ソ
リ
ン
や
プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
な
ど
の
危
険
物
、
及
び

建
設
資
材
な
ど
の
重
量
物
や
、
食
料
品
・
日
用
雑
貨
な
ど

を
島
に
運
び
込
み
、
島
か
ら
は
空
き
缶
や
空
き
ペ
ッ
ト
ボ

ト
ル
、
廃
車
な
ど
の
廃
棄
物
を
本
土
に
運
ん
で
い
る
の
は

貨
物
船
「
共
勝
丸
（
約
３
２
５
ｔ
）」
で
、
東
京
港
・
月
島

か
ら
父
島
・
二
見
港
と
母
島
間
を
約
４
日
か
け
て
結
び
ま

す
が
、
海
が
荒
れ
る
時
は
何
日
も
余
計
に
か
か
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
。 

 

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、『
ア
ク
セ
ス
の
不
便
さ
が
島
の

自
然
と
独
自
の
文
化
を
守
っ
て
き
た
』
と
語
る
島
民
が
い

る
一
方
で
、
空
港
が
な
い
こ
と
か
ら
別
の
島
民
は
『
急
患

や
重
病
の
時
、
手
遅
れ
に
な
る
か
も
』
と
の
不
安
を
抱
い

て
お
り
、
且
つ
世
界
自
然
遺
産
に
登
録
さ
れ
た
こ
と
で
観

光
客
の
増
加
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
昨
今
は
何
度
か
計
画
が

頓
挫
し
た
空
港
建
設
に
向
け
た
動
き
が
再
発
し
て
い
ま
す
。 

◆ ◆
世
界
自
然
遺
産 

◆ 

 

小
笠
原
諸
島
は
２
０
１
１
年
の
第
３
５
回
世
界
遺
産
委

員
会
（
パ
リ
）
で
世
界
遺
産
リ
ス
ト
に
登
録
さ
れ
た
、
日

本
で
は
屋
久
島
、
白
神
山
地
（
１
９
９
３
年
）、
知
床
（
２

０
０
５
年
）
に
続
く
４
件
目
と
な
る
自
然
遺
産
で
す
。
こ

の
世
界
自
然
遺
産
に
登
録
さ
れ
る
た
め
に
は
、「
自
然
景
観
」

「
地
形
・
地
質
」「
生
態
系
」「
生
物
多
様
性
」
の
４
つ
の

基
準
の
う
ち
、
１
つ
以
上
に
合
致
す
る
こ
と
が
必
要
で
す

が
、
小
笠
原
諸
島
は
世
界
遺
産
登
録
基
準
に
お
け
る
生
態

系
（
陸
上
、
淡
水
、
沿
岸
お
よ
び
海
洋
生
態
系
と
動
植
物

群
集
の
進
化
と
発
達
に
お
い
て
、
進
行
し
つ
つ
あ
る
重
要

な
生
態
学
的
、
生
物
学
的
プ
ロ
セ
ス
を
示
す
顕
著
な
見
本

で
あ
る
も
の
［
参
考
：
公
益
財
団
法
人
小
笠
原
協
会
］）
を

会員 
投稿 

  
進
化
の
実
験
場
「小
笠
原
諸
島
」を
訪
ね
る 

 
 
 

 
 

 

会
員 

● 

近
藤 

和
雄 

 

［出典：小笠原村ＨＰ］ 
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満
た
し
た
と
の
理
由
で
登
録
さ
れ
ま
し
た
。 

◆ ◆
適
応
放
散 

◆ 
海
洋
島
は
海
底
火
山
が
噴
火
し
て
島
が
海
上
に
現
れ
た

も
の
で
あ
り
、
島
の
誕
生
時
に
は
生
物
は
い
な
い
状
態
な

の
で
、
そ
の
後
に
生
物
が
波
や
風
、
鳥
な
ど
に
よ
り
運
ば

れ
て
島
に
た
ど
り
着
き
、
１
つ
の
種
が
環
境
に
適
応
す
る

う
ち
に
、
い
く
つ
も
の
種
に
進
化
す
る
こ
と
で
、
そ
こ
に

し
か
生
息
し
て
い
な
い
種
と
な
り
存
在
し
ま
す
が
、
こ
の

種
の
こ
と
を
「
固
有
種
」
と
い
い
ま
す
。 

大
海
原
を
越
え
て
や
っ
と
辿
り
着
い
た
種
だ
け
で
構
成

さ
れ
る
生
態
系
に
は
隙
間
が
多
い
の
で
、
環
境
に
適
応
で

き
れ
ば
、
も
と
も
と
の
性
質
か
ら
進
化
し
て
生
き
る
範
囲

を
広
げ
て
い
け
る
結
果
、
進
化
が
進
ん
で
別
の
種
に
な
る

と
い
う
海
洋
島
で
起
き
た
こ
の
変
化
の
こ
と
を
「
適
応
放

散
」
と
い
い
ま
す
。 

例
え
ば
、
小
笠

原
で
は
カ
タ
ツ
ム

リ
の
仲
間
が
、
あ

る
も
の
は
土
の
中
、

ま
た
あ
る
も
の
は

落
ち
葉
の
中
、
そ

し
て
樹
木
の
幹
と
、

そ
の
環
境
ご
と
に

独
自
の
進
化
を
遂

げ
、
１
０
０
以
上

の
種
に
な
り
ま
し

た
。
ま
た
、
お
お

も
と
の
祖
先
は
海

岸
に
し
か
生
息
し

て
い
な
い
の
に
、
隙
間
が
多
い
小
笠
原
諸
島
で
は
ど
ん
ど

ん
山
に
登
り
、
日
当
た
り
の
い
い
一
等
地
に
根
を
下
ろ
し

た
植
物
も
あ
り
ま
す
。 

小
笠
原
諸
島
の
生
き
物
は
暑
く
乾
季
が
あ
る
環
境
に
適

応
し
て
進
化
し
て
き
ま
し
た
が
、
こ
の
よ
う
な
固
有
種
が

植
物
の
３
割
以
上
、
陸
産
貝
類
の
９
割
以
上
の
、
計
６
０

０
種
程
度
だ
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。 

◆ ◆
侵
略
的
外
来
種 

◆ 

 

こ
の
よ
う
な
、
小
笠
原
諸
島
の
独
特
の
生
態
系
を
脅
か

す
存
在
と
し
て
、
小
笠
原
以
外
か
ら
や
っ
て
き
た
外
来
種

が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
外
来
種
は
長
い
時
間
を
か
け
て

独
自
の
生
態
系
を
育
ん
で
き
た
小
笠
原
の
動
植
物
の
生
態

系
に
悪
影
響
を
与
え
て
い
ま
す
。 

そ
の
代
表
的
な
外
来
種
に
は
、
昆
虫
類
に
壊
滅
的
な
被
害

を
及
ぼ
し
て
い
る
グ
リ
ー
ン
ア
ノ
ー
ル
、
小
笠
原
群
島
の

森
林
に
勢
力
を
急
速
に
広
げ
て
い
る
木
の
ア
カ
ギ
な
ど
が

あ
り
ま
す
。 

ま
た
、
小
笠
原
諸
島
に
は
１
９
世
紀
の
開
拓
開
始
直
後

か
ら
ヤ
ギ
を
放
し
飼
い
に
し
、
戦
後
の
米
国
の
統
治
下
で

は
ヤ
ギ
の
管
理
が
な
さ
れ
な
い
状
態
だ
っ
た
こ
と
か
ら
、

野
生
化
し
て
ノ
ヤ
ギ
と
な
っ
て
植
物
を
食
い
荒
ら
し
て
い

ま
す
。
今
日
に
お
い
て
も
父
島
で
も
そ
の
駆
除
が
進
め
ら

れ
て
い
ま
す
が
、
地
形
が
複
雑
な
父
島
で
は
駆
除
が
思
う

よ
う
に
進
ま
ず
、
固
有
植
物
が
多
い
地
域
を
フ
ェ
ン
ス
で

守
る
対
策
を
取
っ
て
い
ま
す
。 

同
時
に
、
こ
の
フ
ェ
ン
ス
は
生
息
数
の
減
少
が
著
し
い

と
さ
れ
る
ア
カ
ガ
シ
ラ
カ
ラ
ス
バ
ト
を
捕
食
す
る
ノ
ネ
コ

（
捕
獲
が
進
ん
で
残
数
は
数
十
匹
程
度
ま
で
減
少
）
の
侵

入
に
つ
い
て
も
防
ぐ
役
割
を
し
て
い
ま
す
。 

 

な
お
、
小
笠
原
諸
島
森
林
生
態
系
保
護
地
域
へ
の
入
林

は
、
利
用
に
よ
る
固
有
の
生
態
系
へ
の
影
響
を
軽
減
す
る

た
め
指
定
し
た
ル
ー

ト
に
限
定
さ
れ
て
お

り
、
そ
の
入
口
に
は

外
来
植
物
の
種
子
等

の
拡
散
防
止
の
た
め

に
、
泥
落
と
し
マ
ッ

ト
等
が
設
置
し
て
あ

り
ま
す
。 

更
に
、
入
林
の
際

に
は
そ
の
目
的
を
把

握
す
る
た
め
に
石
を

籠
に
入
れ
目
的
別
に

入
林
者
数
の
カ
ウ
ン

ト
を
し
て
い
ま
し
た
。 

◆ ◆
グ
リ
ー
ン
ア
ノ
ー
ル
の
猛
威 

◆ 

 

戦
後
の
米
国
統
治
下
で
あ
っ
た
１
９
６
０
年
代
、
父
島

に
中
南
米
原
産
の
グ
リ
ー
ン
ア
ノ
ー
ル
が
持
ち
込
ま
れ
ま

し
た
。（
グ
ア
ム
島
か
ら
の
物
資
に
紛
れ
込
ん
で
き
た
と
の

説
が
あ
り
）
こ
の
グ
リ
ー
ン
ア
ノ
ー
ル
は
、
父
島
で
は
約

２
０
年
の
間
に
ほ
ぼ
島
内
全
域
に
分
布
を
広
げ
、
１
９
８

０
年
代
に
母
島
に
も
グ
リ
ー
ン
ア
ノ
ー
ル
が
持
ち
込
ま
れ
、

現
在
は
兄
島
に
も
広
が
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。 

 

既
に
、
父
島
や
母
島
で
は
ト
ン
ボ
類
な
ど
昆
虫
固
有
種

の
多
く
が
絶
滅
に
追
い
や
ら
れ
ま
し
た
が
、
１
９
９
０
年

代
に
入
っ
て
父
島
で
は
小
笠
原
固
有
の
昆
虫
類
が
急
速
に

減
少
し
て
き
て
お
り
、
母
島
で
も
固
有
の
昆
虫
類
の
減
少

が
観
察
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
こ
の
昆
虫
類
の
減
少
は
グ

［出典：NHK-E 高校生講座「生物の基礎」］ 

［生態系森林保護地域の入り口］ 
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リ
ー
ン
ア
ノ
ー
ル
の
増
加
と
時
を
同
じ
く
し
て
発
生
し
て

い
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
父
島
、
母
島
で
見
ら
れ
る
固
有
種

の
昆
虫
類
の
減
少
、

絶
滅
は
グ
リ
ー
ン
ア

ノ
ー
ル
に
よ
る
捕
食

に
よ
る
も
の
と
断
定

さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

グ
リ
ー
ン
ア
ノ
ー

ル
の
捕
食
に
よ
り
昆

虫
が
い
な
く
な
る
と
、

昆
虫
に
よ
り
花
粉
が

運
ば
れ
ず
、
草
木
の

種
が
出
来
な
く
な
る

の
で
、
そ
の
結
果
カ

タ
ツ
ム
リ
さ
え
も
餌

が
な
く
な
り
、
い
な

く
な
っ
て
し
ま
い
ま

す
。 

◆ ◆
漂
着
物 

◆ 

 

大
海
原
に
で
き
た
海
洋
島
で
あ
り
、
海
流
に
乗
っ
て
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
を
始
め
さ
ま
ざ
ま
な
漂
着
物
が
小
笠
原
群
島

に
漂
着
し
ま
す
が
、
実
際
に
海
岸
を
歩
い
て
み
る
と
、
単

位
面
積
当
た
り
の
漂
着
物
量
は
海
岸
漂
着
物
等
が
大
き
な

問
題
と
な
っ
て
い
る
日
本
海
側
の
沿
岸
地
域
な
ど
と
比
べ

る
と
少
な
い
と
考
え
ら
れ
ま
す
。 

 

し
か
し
な
が
ら
、
小
笠
原
諸
島
に
は
絶
滅
危
惧
種
で
あ

る
ア
オ
ウ
ミ
ガ
メ
産
卵
海
岸
が
大
小
あ
わ
せ
て
約
４
０
ヶ

所
程
度
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
カ
メ
の
胃
の
中
か

ら
は
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ゴ
ミ
や
魚
網
な
ど
が
確
認
さ
れ
て
い

ま
す
。 

 

な
お
、
小
笠
原

海
洋
セ
ン
タ
ー
で

は
資
源
管
理
の
た

め
捕
獲
さ
れ
た
メ

ス
の
親
ガ
メ
を
施

設
内
で
産
卵
さ
せ

て
採
卵
を
行
な
い
、

採
卵
し
た
卵
を
人

為
管
理
下
で
ふ
化

さ
せ
、
稚
ガ
メ
を

放
流
し
て
い
ま
す
。 

  

◆ ◆
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム 

◆ 

 
世
界
遺
産
登
録
さ
れ
た
こ
と
に
よ
る
観
光
客
の
増
加
等

を
考
え
る
と
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
浸
透
も
小
笠
原
の
自

然
環
境
を
守
る
上
で
重
要
な
課
題
で
す
が
、
そ
れ
に
応
え

る
た
め
に
小
笠
原
諸
島
に
は
環
境
省
や
東
京
都
と
島
指
定

の
自
然
ガ
イ
ド
（
全
部
で
約
１
２
０
名
程
度
登
録
）
が
い

ま
す
。 

特
に
、
天
然
記
念
物
に
指
定
さ
れ
て
い
る
南
島
に
つ
い

て
は
、
東
京
都
自
然
ガ
イ
ド
が
同
行
し
な
い
と
上
陸
で
き

ず
、
上
陸
時
に
は
陸
貝
を
食
害
す
る
プ
ラ
ナ
リ
ア
の
卵
な

ど
外
来
動
植
物
を
持
ち
込
ま
な
い
よ
う
に
靴
を
海
水
で
洗

い
流
す
こ
と
が
求
め
ら
れ
、
島
内
で
は
定
め
ら
れ
た
経
路

以
外
は
歩
く
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。 

ま
た
、
こ
の
南
島
に
は
ヒ
ロ
ベ
ソ
カ
タ
マ
イ
マ
イ
と
い

う
約
千
年
前
に
絶
滅
し
た
半
化
石
が
た
く
さ
ん
落
ち
て
い

ま
す
が
、天
然
記
念
物
な
の
で
持
ち
帰
り
は
で
き
ま
せ
ん
。 

な
お
、
南
島
へ
の
１
日
の
上
陸
者
数
は
最
大
１
０
０
名

ま
で
と
さ
れ
、
且
つ
最
長
滞
在
時
間
も
２
時
間
ま
で
に
、

植
生
回
復
の
た
め
に
冬
季
の
３
か
月
間
は
上
陸
が
禁
止
さ

れ
て
い
ま
す
。 

 

さ
ら
に
、
冬
か
ら
初
夏
の
期
間
は
ボ
ニ
ン
ブ
ル
ー
と
呼

ば
れ
る
紺
青
の
父
島
近
海
に
は
イ
ル
カ
も
お
り
、
夏
は
ア

ラ
ス
カ
な
ど
北
の
海
で
エ
サ
を
食
べ
て
い
る
ク
ジ
ラ
が
、

冬
に
な
る
と
繁
殖
の
た
め
小
笠
原
近
海
の
暖
か
い
海
に
き

ま
す
の
で
、
ホ
エ
ー
ル
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
も
盛
ん
に
行
わ
れ

て
い
ま
す
。 

 

［
参
照
元
：
小
笠
原
村
Ｈ
Ｐ
、小
笠
原
村
観
光
協
会
Ｈ
Ｐ
、

小
笠
原
海
運
Ｈ
Ｐ
、
林
野
庁
Ｈ
Ｐ
、
小
笠
原
海
洋
セ
ン
タ

ー
Ｈ
Ｐ
、
ウ
ィ
キ
ペ
デ
ィ
ア
（W

ik
ip

e
d

ia

等
］ 

       

［グリーンアノール捕獲用の罠］ 

［小笠原海洋センターの掲示物］ 

[南島の扇池にて筆者] 

［ホエールウォッチング］ 
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エコプロ２０１９開催 

～『日経ＳＤＧｓフォーラムシンポジウム』に参加して～ 

               会員 齊藤 好広 
                          

昨年に続き今年も東京ビックサイトで開催されました。内容のポイントを報告します。 

  

●「ＳＤＧｓ推進に向けた環境省の取組み」当初、小泉環境大臣が予定されて

いましたが、国会と重なり代理に政務次官からの説明となりました。 

①地球温暖化対策の国際ルール「パリ協定」の目標達成を目指す有志国の集

まり「炭素中立性連合」に日本も参加の意向をニュージーランド首相に伝

えた。カーボンニュートラル(炭素中立) は環境化学の用語です。 

②各自治体の地方創生の取組みの進捗を SDGs として評価していく。また、

SDGｓは義務化ではないが、企業評価とは別に、「商品（行動）に対し

てＳＤＧｓ認証評価を表示する」ことを検討していく。（カーボンフット

プリント同様の表示法か？） 

③切迫する気候変動対策の活用標語として、気候変動×防災＝ＳＤＧｓ、気

候変動×健康＝ＳＤＧｓというように「気候変動×○○○＝ＳＤＧｓ達

成！」を掲げた。 

④セルロースナノファイバー自動車を例に「サーキュラーエコノミーチャ  

レンジ」を展開していく。 

   

●蟹江憲史氏（慶応大学教授）基調講演「SDGs と日本：行動の１０年に向

けて」 

①ＳＤＧｓの取組みは、普及（2015～2019）から行動の１０年（2020  

～2030）の時代へ。 

②ＳＤＧｓは「やりたい人がやるもの」であり、ルールつくりではなく、目

標の指標つくりが早期に必要である。 

③ＳＤＧｓの取組みを開示するならば、良い所・悪い所を明記する。例えば、

『雇用促進するとＣＯ２増加を及ぼした。』ウォッシュにならないよう、

省エネでは見えない負荷が生まれることを示し、新たなチャレンジが生ま

れる。 

 

●エコプロ展示会場の紹介 

      

    

●「企業と投資家は気候変動・ＳＤＧｓにいかに向き合うべきか」といった金融投資をテーマにしたセミナー

が会場内で多く聴かれた。 

日経新聞 2019.12.5 
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1 月から 3 月までの県内の環境イベントをご紹介します。 

（皆さんの勤務先や所属団体、地域の情報をＴＥＣＡ（下記【連絡先】）までお寄せください。掲載します。） 

「ジャパンテック（株） 宇都宮工場」 及び「（株）日環 リサイクルワールド」見学会 
主催：とちの環県民会議 

良好な生活環境を保全し、限りある資源を有効に活用する社会を作るために、国際的にも「持続可能な

開発目標(SDGs)」の採択があります。循環型社会の形成に向けた廃棄物等の循環的な利用及び処分に当た

っては、技術的及び経済的に可能な範囲で、環境負荷の低減を考慮する必要があります。そのため、始め

に廃棄物等の排出を最小限に抑え、次に廃棄物等の中で再使用を可能なものは再使用し、再使用できない

が再生利用できるものは再生利用しなければなりません。さらに、再使用及び再生利用はできないが熱回

収が可能ものは熱回収をする。最後に循環的な利用が不可能なものは適正に処分しなければなりません。 

栃木県のコンシェルジュ事業であるごみ処理施設見学において、ごみ処理やリサイクルについて理解を

深めてもらうために見学会を開催します。廃棄物等の循環的な利用方法として、ペットボトルのリサイク

ルを行っている「ジャパンテック（株）宇都宮工場」と産業廃棄物の破砕・固形化・溶解・圧縮・減容・

破砕の分類を行っている「（株）日環 リサイクルワールド」を見学します。 

◆日 時 ： 2020 年 2 月 21 日(金)  

◆スケジュール  

    8:30 宇都宮駅東(宇都宮駅東駐輪場付近) ※１ 

8:45 宇都宮大学陽東キャンパス(工学部・北門前)※２ 

     ９:５0～11:40 ジャパンテック（株）宇都宮工場 

     11:50～12:50 昼食（「道の駅にしかた」を予定） 

     13:30～14:10 （株）日環 リサイクルワールド 

     15:15 宇都宮大学陽東キャンパス(工学部・北門前)  

15:30 宇都宮駅東(宇都宮駅東駐輪場付近) 

  ◆申込み：とちの環県民会議 事務局：tochinowakenminkaigi@nifty.com 

       TEL：028-671-0457  FAX：028-612-6611 

                (氏名，年齢，性別，バスの乗車場所，駐車場の要否)  

◆〆切 2020 年 1 月 31 日(金) 

 
※１：車で来られる方は各自で近隣の駐車場をご利用下さい。 
※２：車で来られる方は陽東キャンパス内駐車場をご利用ください。 

 
表紙の写真 タイトル：「つながる」 

撮影：堀会員 （2015 年 1 月 4 日撮影） 
 
・逆光に映えた山並みの送電線網 

                      どこへつながっているのか 
   

編集・発行 ＮＰＯ法人 栃木県環境カウンセラー協会（ＴＥＣＡ） 
    https://www.tecahp0419.bizmw.com 

 
【連絡先】〒321-0117 栃木県宇都宮市城南 3-2-9 

       TEL：090-8022-6026 Ｅ-mail：higeshioyama@yahoo.co.jp 

栃木県内の環境イベント情報 

TECA 
 

 

参加費：無料 

定員：40 名 

mailto:higeshioyama@yahoo.co.jp

